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提
案
等
が
あ
っ
た
。

　
　
②
市
議
会
特
別
委
員
会
等
で

検
討
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
光

回
線
未
提
供
地
区
の
皆
様
に
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
ご
利
用
意
向

調
査
登
録
の
情
報
提
供
を
し
て

い
る
。
今
後
も
、
各
通
信
会
社

に
対
す
る
要
望
を
積
極
的
に
行

う
。

　
　
③
メ
リ
ッ
ト
デ
メ
リ
ッ
ト
を

検
証
し
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
も

含
め
て
導
入
に
向
け
て
検
討
す

る
。

要
望
（
議
員
）

　
　
情
報
イ
ン
フ
ラ
に
関
し
て
は

民
間
の
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大

き
い
が
、
情
報
化
社
会
に
乗
り

遅
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
ぜ

ひ
、
こ
の
点
に
は
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
要
望

す
る
。

 

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

○
常
総
市
の
ロ
ケ
地
誘
致
に
関
し

て
○
義
務
教
育
の
中
の
「
常
総
市
」

に
関
し
て

○
災
害
義
援
金
に
関
し
て

質
問
（
議
員
）

　
　
教
科
書
採
択
の
仕
組
み
と
最

終
権
限
に
つ
い
て
伺
う
。
平
成

18
年
、
戦
後
60
年
ぶ
り
に
教
育

基
本
法
が
改
正
さ
れ
、
19
年
、

学
校
教
育
法
の
改
正
、
20
年
、

学
習
指
導
要
領
が
改
定
、
さ
ら

に
、
教
科
書
図
書
検
定
も
大
き

く
改
定
さ
れ
た
。
教
育
基
本
法

改
定
に
つ
い
て
は
正
義
、
公
共

の
精
神
、
生
命
尊
重
、
伝
統
と

文
化
を
尊
重
、
わ
が
国
と
郷
土

を
愛
す
る
と
い
う
、
今
ま
で
な

か
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
入
り
、

さ
ら
に
国
家
及
び
社
会
の
形
成

者
と
し
て
の
資
質
を
養
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の

と
す
る
と
あ
る
。
学
習
指
導
要

領
の
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
道

徳
心
を
は
ぐ
く
み
、
伝
統
と
文

化
や
国
や
郷
土
を
愛
す
る
心
を

持
ち
、
生
命
の
尊
厳
を
持
つ
子

供
た
ち
を
育
成
す
る
こ
と
だ
と

考
え
る
。
今
回
、
中
学
校
教
科

書
の
採
択
で
は
、
こ
れ
ら
に
沿

っ
て
採
択
さ
れ
た
と
考
え
る
が
、

教
科
書
採
択
の
仕
組
み
の
中
で
、

慣
例
で
採
択
さ
れ
た
と
す
れ
ば

残
念
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

私
の
独
自
調
査
に
よ
る
と
、
今

回
の
採
択
は
調
査
会
の
意
見
や

資
料
、
11
採
択
地
区
、
そ
し
て

教
科
書
無
償
措
置
法
の
縛
り
の

中
で
、
は
じ
め
に
無
償
給
付
あ

り
き
か
ら
採
択
さ
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
資
料
は
あ
く
ま
で

も
参
考
、
有
償
無
償
は
判
断
基

準
外
と
し
て
各
社
の
教
科
書
を

精
査
し
、
未
来
を
担
う
子
供
達

に
対
し
、
市
教
育
委
員
会
が
主

体
性
を
持
っ
て
採
択
し
た
教
科

書
を
、
自
信
を
持
っ
て
給
付
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
来
年
の
小

学
校
教
科
書
の
採
択
に
は
、
市

独
自
採
択
も
視
野
に
入
れ
、
望

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

答
弁
（
教
育
長
）

　
　
教
科
書
の
最
終
採
択
権
は
教

育
委
員
会
に
あ
る
。
市
教
育
委

員
会
で
は
、
第
11
採
択
地
区
の

選
定
結
果
を
受
け
て
議
論
を
行

い
、
最
終
的
な
採
択
決
定
を
し

て
い
る
。
議
論
が
不
十
分
と
な

ら
な
い
よ
う
、
ま
た
、
児
童
生

徒
の
教
育
に
適
し
た
教
科
書
の

採
択
に
、
今
後
も
努
め
て
い
く
。

再
質
問
（
議
員
）

　
　
採
択
地
区
の
審
議
は
十
分
で

あ
る
が
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
、

市
教
育
委
員
会
が
選
ぶ
の
で
は

残
念
で
あ
る
。
し
っ
か
り
し
た

審
議
を
願
う
。
そ
こ
で
、
採
択

地
区
の
審
議
と
市
教
育
委
員
会

の
審
議
の
流
れ
を
説
明
願
い
た

い
。

再
答
弁
（
教
育
長
）

　
　
常
総
市
は
11
採
択
区
に
属
し

こ
こ
で
選
定
協
議
会
を
組
織
し

て
い
る
。
こ
の
委
員
は
５
市
町

の
教
育
委
員
長
・
教
育
長
・
保

護
者
代
表
２
名
。
調
査
、
選
定

に
当
た
っ
て
は
３
回
の
調
査
部

会
が
開
催
さ
れ
、
各
教
科
専
門

の
部
員
が
県
の
指
導
を
も
と
に

研
究
と
調
査
に
あ
た
る
。
こ
の

結
果
を
受
け
、
市
教
育
委
員
会

が
協
議
す
る
。
内
容
と
し
て
、

専
門
の
教
員
が
調
査
し
た
結
果

で
あ
る
。
県
及
び
学
習
指
導
要

領
の
目
標
に
適
し
た
選
定
で
あ

る
。
教
育
課
程
及
び
児
童
生
徒

の
実
態
を
考
慮
し
た
選
定
で
あ

る
。
適
正
な
手
続
き
で
選
定
さ

れ
た
。
等
を
理
由
に
、
市
教
育

委
員
会
で
採
択
を
決
定
す
る
。

要
望
（
議
員
）

　
　
採
択
地
区
で
は
、
調
査
選
定

が
し
っ
か
り
な
さ
れ
て
い
る
と

考
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
市

教
育
委
員
会
が
実
際
に
、
何
社

の
教
科
書
を
広
げ
て
見
て
い
る

の
か
、
大
変
疑
問
で
あ
る
。
来

年
は
小
学
校
の
教
科
書
採
択
で

あ
る
。
市
の
独
自
採
択
も
視
野

に
入
れ
、
し
っ
か
り
と
し
た
審

議
を
要
望
す
る
。

 

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

○
学
習
指
導
要
領
（
神
話
と
天
皇
、

国
旗
・
国
家
、
自
衛
隊
、
領
土

問
題
、
愛
郷
心
・
愛
国
心
）
の

意
義
と
認
識
に
つ
い
て

歴史・公民教科書（写真はイメージです）

質
問
（
議
員
）

　
　
①
六
次
産
業
の
育
成
に
つ
い

て
、
②
具
体
的
な
対
策
に
つ
い

て
、
③
地
場
産
業
を
ど
の
よ
う

に
生
か
し
て
い
く
か
を
伺
う
。

　
　
六
次
産
業
と
は
、
生
産
、
加

工
、
販
売
ま
で
を
プ
ラ
ン
ナ
ー

が
つ
い
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
か

ら
販
売
、
製
品
化
ま
で
全
て
と

い
う
事
で
あ
る
が
、
現
状
は
な

か
な
か
難
し
い
。
例
え
ば
、
韓

国
の
お
酒
で
マ
ッ
コ
リ
と
い
う

の
が
あ
る
。
こ
れ
は
お
米
で
作

っ
た
焼
酎
の
よ
う
な
も
の
。
日

教
科
書
採
択
に
つ
い
て

小
林
　
剛 
議
員

常
総
市
の
経
済
振
興
対
策
に
つ
い
て

中
島
　
亨
一 

議
員

第195号 （10）


